
市制45周年

Ｐ２ 介護保険 Ｐ６ みんなの広場
Ｐ３ 市政直行便 Ｐ８ 教育委員会だより
Ｐ４ 敬老の日 Ｐ11 市民対話集会
Ｐ５ コミュニティバス Ｐ13 保健センターだより

主 な 内 容

新首都
｢東京から東濃へ｣

��������
一般国道19号瑞浪バイパス (7.9㎞) の全
線４車線化が完成し､ ８月28日に土岐小グラ
ンドで記念式典が行なわれ､ 続いてクラシッ
クカー60台による祝賀パレードが行なわれま
した｡

平成11年(1999)�-��№���
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利用の申請から認定までの流れは､ 次のとおりです����30
日
以
内
に
認
定
し
ま
す

この日程以降も随時受付ますので､ 電話等でご連絡ください｡

現在､ 特別養護老人ホーム・老人保健施設・療養型病床群に入所の方は､ 施設の相談員に
相談してください｡ 問い合わせ 介護保険室 �内線���・���

�����������������������
介護保険サービスは､ 平成12年４月から開始されます｡
今回の ｢要介護認定申請｣ の対象者は､ 昭和10年４月２日以前に生まれた方､
もしくは40～64才の特定疾病の方です｡

電話等で介護保険室に予約をしてください｡
予約する時期・申請する時期については､
下記の日程を参考にしてください｡
予約された方には､ 申請書・申請日時の案内
を送付します｡

市役所 (介護保険室) または､ 各コミュニティー
センターに申請書を提出してください｡
申請は家族の方でもできます｡
〔主治医の意見書〕の用紙をお渡ししますの
で､ 主治医に提出してください｡

市から委託された調査員 (介護支援専門員)
が申請から約１週間以内に家庭を訪問します｡
心身の状態などについて､ 聞き取り調査をし
ます｡

訪問調査の結果と主治医の意見書をもとに､
介護認定審査会で介護が必要かどうか､
どの程度の介護が必要かが審査されます｡

市から要介護認定の結果を通知します｡

認定はおおむね６カ月ごとに見直します｡

予 約

申 請

訪 問 調 査

審 査 ・ 判 定

認定結果の通知

介護保険申請受付日程
対 象 地 区 予約の時期 申 請 時 期 申 請 受 付 場 所

日 吉 町 ９月下旬 10月ごろ 日吉コミュニティーセンター
釜 戸 町 ・ 大 湫 町 ９月下旬 10月ごろ 釜戸コミュニティーセンター

陶 町 ９月下旬 10月ごろ 陶コミュニティーセンター
稲 津 町 ９月下旬 11月ごろ 稲津コミュニティーセンター

薬師町・松�瀬町・明世町
学園台・上平町・須野志町
高月町・宮前町・上野町

９月下旬 11月ごろ

市 役 所 介 護 保 険 室
土 岐 町 10月上旬 11月ごろ

小田町・山田町・明賀台 10月上旬 12月ごろ

寺 河 戸 町 10月上旬 12月ごろ

一色町 ･ 樽上町 ･ 西小田町
和合町 ･ 下沖町 10月上旬 12月ごろ

平成11年９月15日



３
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｢施設介護サービス｣
介護保険で利用できる施設サービスは３種類あります｡ 治療が中心か､ 介護が中心か､
またどの程度医療面でのケアが必要かなどによって入所する施設を選択します｡

◆介護老人福祉施設 (従来の特別養護老人ホームにあたります)
食事や排泄などで常時介護が必要で､ 自宅では介護が困難な方が入所します｡ 介護保険
の施設サービス計画にもとづく食事､ 入浴､ 排泄などの介助､ 日常生活上の世話､ 機能訓
練､ 健康管理などを受けることができます｡

◆介護老人保健施設 (従来の老人保健施設にあたります)
病状が安定し､ 治療よりは看護や介護に重点を置いたケアが必要な方が入所します｡
介護保険の施設介護サービス計画にもとづく､ 医療､ 看護､ 医学管理下での介護､ 機能
訓練や日常生活上の世話などを受けることができます｡

◆介護療養型医療施設 (従来の療養型病床群にあたります)
長期の療養を必要とする方のための医療機関の病床です｡ ここに入院する方は､ 介護保
険の施設介護サービス計画にもとづく､ 医療､ 療養上の管理､ 看護､ 医学管理下での介護､
機能訓練などを受けることになります｡

市
費
は
い
く
ら
出
費
さ
れ
ま
し
た
か

七
夕
ま
つ
り
に
市
費
を
出
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
金
額
は
。
ま
た
バ
サ
ラ
に
は

補
助
金
は
出
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

(

匿
名)

学
校
給
食
に
つ
い
て

今
、
学
校
給
食
で
出
る
残
飯
の
量
は
ど
れ
位

で
し
ょ
う
か
。『

心
を
育
て
る
給
食』

の
た
め

に
も
、
で
き
る
だ
け
、
食
べ
残
し
を
、
子
ど
も

達
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
さ
せ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
る
量
を
少
な
い
子
に
合
わ
せ
、
後
は
お

か
わ
り
を
す
る
な
ど
し
て
、
ち
ょ
う
ど
の
量
、

食
べ
き
れ
る
量
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
食
糧
自

給
率
を
向
上
さ
せ
る
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
は
腹
八
分
目
で
す
。
そ
し
て
ど

う
し
て
も
残
っ
た
物
は
、
Ｅ
Ｍ
な
ど
で
肥
料
に

す
る
と
、
子
ど
も
の
心
も
育
つ
と
思
い
ま
す
。

(

土
岐
町
Ｆ
さ
ん)

������瑞
浪
市
の
学
校
給
食
は
、
一
日
約
四
千
五
百
食

調
理
し
て
い
ま
す
。
残
菜
の
量
は
、
一
日
約
四
百

五
十
㎏
前
後
で
す
。
現
在
調
理
場
に
は
、
残
菜
処

理
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
焼
却
施
設
で

処
分
し
て
い
ま
す
。

残
菜
の
処
理
方
法
に
は
、
肥
料
化
・
飼
料
化
・

消
滅
型
の
３
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

本
年
度
の
予
算
書(

決
算
未
済)

で
は
、
予
算
総

額
は
約
二
千
万
円
、
そ
の
う
ち
市
の
補
助
金
は
四

百
万
円
で
す
。
平
成
11
年
度
は
市
制
45
周
年
に
あ

た
り
、
昨
年
よ
り
百
万
円
の
増
額
で
す
。

陶
土
フ
ェ
ス
タ
'99
も
同
様
で
、
予
算
総
額
は
約

六
百
万
円
、
そ
の
う
ち
市
の
補
助
金
は
百
五
十
万

円
で
す
。

な
お
、
バ
サ
ラ
に
関
し
て
は
、
補
助
金
等
は
支

出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

(

商
工
課)

給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
、
平
成
13
年
に
予
定
し
て
い

る
施
設
改
築
時
に
は
、
ど
れ
か
の
方
法
を
採
用
す

る
よ
う
残
菜
の
有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
発
育
段
階
に
よ
っ
て
、

食
の
量

(

一
日
の
所
要
栄
養
量
に
対
す
る
学
校
給

食
栄
養
基
準)

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
準
に
よ
り
、
献
立
を
作
成
し
、
広
く
食

材
を
求
め
、
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
、
食
事
内
容

の
充
実
お
よ
び
摂
取
栄
養
量
の
均
衡
を
図
る
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
学
校
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

学
校
等
で
も
給
食
時
に
は
、
栄
養
等
が
か
た
よ

る
こ
と
な
く
、
好
き
嫌
い
な
く
、
必
要
量
を
き
ち

ん
と
と
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
体

調
の
不
良
や
、
小
食
な
ど
の
個
人
差
に
つ
い
て
は
、

配
膳
時
に
調
整
す
る
な
ど
、
個
に
応
じ
ら
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
子
ど
も
た
ち
に
、
バ

ラ
ン
ス
良
く
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

(

学
校
給
食
共
同
調
理
場)

『

美
濃
源
氏
七
夕
ま
つ
り』

市
補
助
金
に
つ
い
て

四
万
市
民
の
夏
の
祭
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
七
夕
ま
つ
り
は
、
実
行
委
員
会

(
事
務
局
瑞
浪

商
工
会
議
所)

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▲市長と歓談する市内最高齢者鈴木まささん

▲似顔絵とともに安藤惣次郎さん

�����������������������������
豊
か
な

長
寿
社
会
を

白
寿

(

99
歳)

米
寿

(

88
歳)

賀
寿

0 29 男

3 72 女

3 101 計
明
治
33
年
４
月
１
日
〜

明
治
34
年
３
月
31
日
生

明
治
44
年
４
月
１
日
〜

明
治
45
年
３
月
31
日
生

備

考

瑞
浪
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
八
、
〇
三
九
人
で
、
市
の
総
人
口

の
一
九
・
二
％
に
あ
た
り
、
岐
阜
県
の

平
均
十
七
・
三
％
と
比
べ
て
も
高
い
高

齢
化
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
は
、
平
均
寿
命
が
か
つ

て
な
い
長
寿
の
時
代
を
迎
え
、
男
女
と

も
に
長
生
き
で
き
る
、
人
生
八
十
年
の

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
高
齢
化
に

よ
っ
て
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
最
大

の
不
安
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

瑞
浪
市
で
は
、
平
成
十
六
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る｢

老
人
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画｣

を
策
定
し
、
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
で
長
生
き
を

瑞
浪
市
で
は
、
今
年
の｢

敬
老
の
日｣

の
記
念
事
業
と
し
て
、
米
寿

(

八
十
八

歳)

と
白
寿

(

九
十
九
歳)

を
迎
え
ら

れ
る
方
に
、
市
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、

お
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

市
内
最
高
齢
者
は
寺
河
戸
町
の
鈴
木

ま
さ
さ
ん(

明
治
32
年
生
ま
れ)

百
歳
、

男
性
の
最
高
齢
者
は
寺
河
戸
町
の
安
藤

惣
次
郎
さ
ん
九
十
九
歳
で
す
。
お
二
人

と
も
一
月
一
日
が
誕
生
日
で
す
。

９
月
２
日
に
は
、�
嶋
市
長
が
二
人

を
訪
ね
、
お
祝
い
と
花
束
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

惣
次
郎
さ
ん
は
今
は
体
調
を
崩
さ
れ

入
院
中
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
二
十
年
余

に
わ
た
り
、
カ
バ
ン
と
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ

て
散
歩
に
出
ら
れ
る
そ
の
ハ
イ
カ
ラ
さ

ん
ぶ
り
は
近
所
で
も
有
名
で
す
。

『
時
代
は
変
わ
る
が
、
道
徳
は
変
わ
ら

な
い
。
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
高
ま

る
と
思
う』
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
さ
さ
ん
は
十
人
の
お
子
さ

ん
に
恵
ま
れ
、
今
も
家
族
の
方
に

｢

生

姜
の
漬
け
方｣

等
を
指
導
さ
れ
て
い
ま

す
。
好
物
は
魚
、
特
に
鮎
の
塩
焼
き
の

腹
の
苦
い
と
こ
が
好
き
と
の
こ
と
。

『

申
し
あ
げ
る
事
は
何
も
な
い
で
す
が
、

毎
日
が
も
っ
た
い
な
い
、
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す』

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

敬
老
祝
い
金
の
見
直
し

今
年
度
、
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
と

介
護
保
険
の
実
施
に
伴
っ
て
、
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

充
実
の
財
源
と
す
る
た
め
、
喜
寿

(

七

十
七
歳)

と
卒
寿(

九
十
歳)

の
お
祝
金

に
つ
い
て
は
、
廃
止
と
し
ま
し
た
の
で

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

｢

賀
寿｣

該
当
者
数(

９
月
１
日
現
在)

9
／
15～

9
／
21
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バロー 美濃焼プラザ

市市民民福福祉祉セセンンタターー
ハハーートトピピアア

大垣共立
銀行

瑞浪小

十六銀行

西原公園

浄化
センター

小小田田大大橋橋

松松ケケ瀬瀬
橋橋

中央
本線

ユニー

中央
自動
車道

ＪＲ瑞浪駅前

昭
和
病
院

土
岐
川

小
里
川

消
防
署

総総合合文文化化
セセンンタターー

瑞浪市役所

瑞浪市産業
振興センター

三
洋
堂

市営
大法原団地

明明徳徳橋橋

瑞瑞浪浪大大橋橋

土土岐岐橋橋
竜竜門門橋橋

瑞瑞浪浪橋橋

薬薬師師橋橋

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

中
仙
道

瑞浪ＩＣ

メ
イ
ト

益
見
橋

サイエンスワールド
地球回廊

陶磁資料館

化石博物館
野球場

市民体育館
瑞瑞浪浪市市民民公公園園

樽の上
公 園
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⑫

⑭

⑮

⑯ ②

③

⑤
④

①

西原

化石博物館

イインンタターー口口

野野外外学学習習地地

松ケ
瀬町

栄町

美濃焼プラザ
前

大法原団地

西平

薬薬師師町町

国道
19号

国道19号

市では､ 今年の10月１日から､ ＪＲ瑞浪駅を起点に市内の
公共施設を循環する ｢コミュニティバス｣ を試行運行します｡
このコミュニティバスは､ 毎日右回り２回､ 左回り１回の
運行を行います｡ 小学生以上は､ 100円の運賃で回れます｡
停留所および時刻表については､ 次のとおりです｡
市民のみなさんのご利用をお待ちしています｡
◆問い合わせ＝商工課 �内線���

右 回 り 時 刻 表 停 留 所 の 名 称 停留所の位置 左回り時刻表
９時 55 分 13 時 50 分 発 ① Ｊ Ｒ 瑞 浪 駅 前 瑞浪駅前３番バス乗り場 着 11 時 05 分
９時 56 分 13 時 51 分 ② 栄 町 うな春付近 11 時 02 分
９時 58 分 13 時 53 分 ③ 昭和病院･総合文化センター 昭和病院正面玄関付近 11 時 00 分
10 時 01 分 13 時 56 分 ④ 市 役 所 市役所正面玄関前 10 時 58 分
10 時 03 分 13 時 58 分 ⑤ 市民福祉センター(ハートピア) ハートピア西側入口 10 時 56 分
10 時 06 分 14 時 01 分 ⑥ 美 濃 焼 プ ラ ザ 前 キマタ薬品西側付近 10 時 53 分
10 時 07 分 14 時 02 分 ⑦ 西 平 バロー瑞浪店南側 10 時 52 分
10 時 08 分 14 時 03 分 ⑧ 大 法 原 団 地 大法原団地南側 10 時 51 分
10 時 10 分 14 時 05 分 ⑨ 西 原 西原公園南側約100� 10 時 49 分
10 時 14 分 14 時 09 分 ⑩ 薬 師 町 美濃廣庵東側 10 時 45 分
10 時 16 分 14 時 11 分 ⑪ 化 石 博 物 館 市民公園いこいの広場入口 10 時 43 分
10 時 17 分 14 時 12 分 ⑫ サイエンスワールド サイエンスワールド前 10 時 42 分
10 時 18 分 14 時 13 分 ⑬ 化 石 博 物 館 市民公園いこいの広場入口 10 時 41 分
10 時 20 分 14 時 15 分 ⑭ 瑞 浪 イ ン タ ー 口 狭間高架橋南側 10 時 39 分
10 時 21 分 14 時 16 分 ⑮ 野外学習地(松ケ瀬化石採集場) 土岐川漁業協同組合前 10 時 38 分
10 時 22 分 14 時 17 分 ⑯ 松 ケ 瀬 町 東鉄タクシー車庫前 10 時 37 分
10 時 25 分 14 時 20 分 着 ① Ｊ Ｒ 瑞 浪 駅 前 発 10 時 35 分

�６８－２１１１
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加藤 蛍
ほたる

さん(２歳) 小木曽 直
なお

矢
や

くん(２歳)
陶 町 陶 町

－陶児童館－

�������善

意

９月20日～26日は
動物愛護週間です

他人に迷惑をかけないことが
動物 (犬・猫など) を飼う基本です����� �����������

陶
町
民
が
一
つ
に
な
っ
て
造
り
あ
げ
、

今
年
５
月
に
完
成
し
た｢

世
界
一
の
茶

つ
ぼ｣
(

大
川
八
王
子
神
社
地
内)

の
名

前
が
８
月
24
日
、
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
と
会

談
し
た
の
は
、
陶
町
明
日
に
向
か
っ
て

街
づ
く
り
推
進
協
議
会
長
田
口
公
也
さ

ん
、
副
会
長
の
田
口
典
宏
さ
ん
、
前
会

長
の
伊
藤
伸
一
さ
ん
、
渡
辺
真
県
議
会

議
員
、�
嶋
瑞
浪
市
長
の
面
々
で
す
。

『

壺
は
古
よ
り
豊
穣
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

住
民
の
力
で
ま
ち
お
こ
し
を
進
め
て
い

る
瑞
浪
の
将
来
が
豊
か
で
実
り
多
い
も

の
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て

命
名
し
ま
す』

と
の
こ
と
で
す
。

▼
渡
辺
晶
様
＝
五
万
円
、
福
祉
事
業
へ

▼
瑞
浪
市
商
業
防
犯
組
合

(

会
長
水
野

重
好)

様
＝
防
犯
ブ
ザ
ー
二
百
個
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
犯
罪
被
害
防
止

の
た
め
市
内
の
小
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

夏
季
大
会
【
水
泳
競
技
】

８
月
29
日

(

市
民
プ
ー
ル)

開
催

５
種
目
37
競
技
、
参
加
延
130
人

◎
順
位
①
稲
津
②
瑞
浪
③
釜
戸･

大
湫

④
土
岐
⑤
陶

平成11年９月15日

８
月
28
日
、
日
吉
町
の
美
濃
歌
舞
伎

博
物
館

｢

相
生
座｣

で
美
濃
歌
舞
伎
保

存
会

(

小
栗
榮
輝
会
長)

の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
公
演
が
あ
り
、
芝
居
小
屋
は
七

百
人
の
観
客
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
地
歌
舞
伎
は
、
本
年
３
月
に
亡

く
な
っ
た
前
会
長
の
小
栗
克
介
氏
が
、

戦
後
一
時
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
昭
和

47
年
に
復
興
、
役
者
や
裏
方
な
ど
全
て

が
ゴ
ル
フ
場
の
従
業
員
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
形
を
発
案
、
今
の
姿
に
ま
で
し
た

も
の
で
す
。

当
夜
は
、｢

鬼
一
法
眼
三
略
巻
・
一

條
大
蔵
卿
館
の
段｣

＝
写
真
＝
な
ど
三

題
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
来
る
10
月
１
日
に
は
、
東
濃

地
域
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
て『

敬
老
美

濃
歌
舞
伎
公
演』
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
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シニアレディスの部 個人１位 伊藤さん

８
月
26
日
、
有
馬
朗
人
文
部

大
臣
兼
科
学
技
術
庁
長
官
が
瑞

浪
を
訪
れ
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

開
発
機
構
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー

が
明
世
町
月
吉
地
内
で
計
画
し

て
い
る

｢
超
深
地
層
研
究
所｣

の
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
、｢

将
来
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処

分
地
に
な
る
の
で
は
な
い
か｣

と
の
不
安
に
対
し
、
有
馬
長
官

は

『

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
地

に
す
る
こ
と
は
全
く
無
い』

と
、

明
言
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー

ル
ド
を
見
学
、
来
館
者
と
言
葉

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

８
月
29
日
、
小
田
町
の
瑞
浪

小
学
校
跡
地
で
、
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
、
小
田
・
西
小
田
・

和
合
町
の
自
主
防
災
会
や
消
防

団
な
ど
、
約
八
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

訓
練
は
、
同
日
午
前
７
時
に

屏
風
山
断
層
を
震
源
に
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生
、
特
に
小
田

町
付
近
に
被
害
が
集
中
し
た
と

い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
ま
で
の
避
難
、
炊
き
出

し
や
負
傷
者
救
護
、
初
期
消
火

や
土
の
う
積
み
な
ど
24
種
目
の

訓
練
が
行
わ
れ
、
み
な
さ
ん
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

８
月
26
日
、
明
世
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
本
年
３
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
市
内
７
地
区
で

の
予
選
会(

参
加
千
人)

を
勝
ち

抜
い
た
１
５
０
人
の
選
手
が
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

【
団
体
】

①
瑞
浪
②
日
吉
③
釜
戸･

大
湫

【
個
人
】
一
般
の
部

①
伊
藤
勤
②
小
栗
己
好

③
谷
澤
富
章

シ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ス
の
部

①
内
藤
達
郎
②
村
瀬
玄
昌

③
堀
谷
静
子

８
月
26
日
、
陶
保
育
園
で

『

お
年
寄
り
と
子
供
の
つ
ど
い』

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
子
供

が
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
そ
う

と
社
会
福
祉
協
議
会
陶
支
部
な

ど
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
園
児
、
小
中
学

生
、
長
寿
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
三
百
人
が
参
加
し
、
手
作

り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
を
転
写

に
し
、
マ
グ
カ
ッ
プ
に
貼
り
つ

け
ま
し
た
。
二
百
個
の
マ
グ
カ
ッ

プ
は
、
10
月
23
・
24
日
の
陶
町

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

�６８－２１１１
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������������
●
伊
藤
泰
之
く
ん

(

瑞
浪
中)

こ
の
研
修
で
、
国
際
交
流
の
大
切
さ

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
感
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。T

H
A
N
K
S.

●
渡
辺
英
史
く
ん

(

瑞
浪
中)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
す
べ
て
の
物

事
が
大
き
く
、
広
く
、
美
し
く
、
特
に

エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
で
見
た
地
平
線
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
目
に
焼
き
つ

い
て
い
ま
す
。

●
可
知
由
梨
香
さ
ん

(

瑞
浪
中)

私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
す
。
日
本
と
は
異
な
っ
た

生
活
に
と
ま
ど
う
私
達
に
、
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

絶
対
忘
れ
ま
せ
ん
。

●
工
藤
奈
央
子
さ
ん

(

瑞
浪
中)

日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
向
か

う
飛
行
機
の
中
で
、
私
は
不
安
の
か
た

ま
り
だ
っ
た
。
で
も
今
は
は
っ
き
り
と

言
え
る
。
最
高
に
楽
し
い
旅
行
だ
っ
た
。

●
稲
垣
達
也
く
ん

(

瑞
陵
中)

メ
ル
ボ
ル
ン
は
と
て
も
楽
し
い
町
で

し
た
。
そ
こ
に
い
る
人
も
も
の
す
ご
く

い
い
人
ば
か
り
で
と
て
も
良
く
し
て
も

ら
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
絶
対
こ
こ

に
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
。

｢

あ
ん
た
の
電
話
の
受
け
方
、
あ
れ

で
は
ど
う
も
よ
う
な
い
に
…
。｣
｢

ど
こ
が
あ
か
ん
ね
。｣

｢

あ
ん
た
は
必
ず
〈
・
・
で
す
が
〉

と
か
、
〈
・
・
や
け
ど
〉
と
ブ
ッ
キ
ラ

棒
な
受
け
方
を
し
と
る
。｣

｢

く
せ
や
け
ど
、
あ
か
ん
か
ね
。｣

｢

相
手
の
人
に
失
礼
な
受
け
方
だ
。
ベ

ル
が
鳴
っ
て
受
話
器
を
取
っ
た
ら
先
ず

〈
ハ
イ
ッ
！
〉
と
語
尾
の
ッ
ま
で
キ
チ
ッ

と
言
っ
て
〈
・
・
で
ご
ざ
い
ま
す
〉
と

ハ
ッ
キ
リ
と
丁
寧
に
自
分
を
名
乗
る

こ
と
。
こ
れ
は
電
話
を
か
け
て
く
れ

た
人
へ
の
礼
儀
。｣

今
か
ら
二
十
数
年
前
の
事
。
あ
る
先

輩
か
ら
の
尊
い
教
え
だ
っ
た
。

以
来

｢

ハ
イ
ッ
！
・
・
で
ご
ざ
い
ま

す
。｣

の
受
け
方
の
練
習
を
随
分
し
た

も
の
だ
っ
た
。

今
で
は
ど
う
に
か
教
え
の
よ
う
に
受

け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

時
々
相
手
の
方
か
ら
、
気
持
ち
が
い

い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
。

教
え
て
下
さ
っ
た
先
輩
に
感
謝
し
て

い
る
。

電
話
の
受
け
方
に
は
、
人
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
。｢
も
し
も
し
・
・
や
け

ど
誰
や
な
。｣

少
々
う
さ
ん
臭
い
感
じ

の
声
と
言
い
方
。｢

・
・
で
ご
ざ
い
ま

す
。
Ａ
さ
ん
の
お
宅
で
す
か
。｣

そ
う

す
る
と
、
相
手
の
方
は
急
に
丁
寧
な
話

し
方
に
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
。
失
礼
な
言

い
方
だ
が
、
こ
れ
は
最
も
気
持
ち
の
悪

い
受
け
方
で
あ
る
。

因
み
に
〈
ハ
イ
ッ
〉
は
〈
拝
む
〉
の

〈
拝
〉
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

名
前
を
呼
ば
れ
た
時
、
受
話
器
を
取
っ

た
時
、
先
ず
〈
ハ
イ
ッ
〉
と
言
え
る
の

は
、
相
手
を
大
事
に
し
て
い
る
心
の
証

で
は
な
い
か
と
思
う
。

目
の
前
の
人
と
話
を
す
る
時
は
、
い

ろ
い
ろ
と
気
を
つ
け
て
話
を
す
る
が
、

電
話
の
時
は
相
手
の
顔
が
見
え
な
い
の

で
、
案
外
ぞ
ん
ざ
い
に
な
り
や
す
い
。

相
手
の
顔
の
見
え
な
い
時
こ
そ
丁
寧
な

受
け
方
を
す
る
事
が
、
ど
ん
な
人
に
で

も
大
事
に
し
て
い
る
心
の
現
わ
れ
で
は

な
い
か
と
思
う
。

電
話
の
受
け
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

が
常
日
頃
、
人
様
を
大
事
に
す
る
心
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
案
外
感
じ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

《
た
か
が
電
話
、
さ
れ
ど
電
話
》
せ

め
て
電
話
で
で
も
、
人
様
を
大
事
に
し

て
い
る
心
を
伝
え
た
い
。

第
６
回
瑞
浪
市
中
学
生
海
外
派
遣
団
は
、

７
泊
８
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
終

え
、
８
月
19
日
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
見
学
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
学
校

訪
問
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ

ク
や
マ
ウ
ン
ト
オ
ル
ガ
の
見
学
な
ど
、
充

実
し
た
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
雄
大
な
自

然
と
現
地
の
人
々
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
、

自
分
の
英
語
力
、
そ
し
て
人
間
性
を
磨
く

有
意
義
な
一
週
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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楯

克
子

永
井
か
な
こ

●
水
野
伸
吾
く
ん

(

瑞
陵
中)

初
め
は
上
手
に
や
っ
て
い
け
る
か
不

安
だ
っ
た
20
名
の
仲
間
達
。
で
も
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
、
帰
っ
て
き
た
、

と
て
も
気
の
合
う
友
達
に
。
最
高
の
研

修
で
し
た
。

●
小
木
曽
真
奈
さ
ん

(

瑞
陵
中)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
の
笑
顔

は
素
敵
で
し
た
。
親
切
で
心
や
さ
し
い

人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
く
研
修
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
も
大
き
く
成
長
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

●
初
鹿
智
加
さ
ん

(

瑞
陵
中)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
人
と
話
す

こ
と
で
自
分
に
自
信
が
も
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語

を
勉
強
し
て
国
際
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

●
小
木
曽
友
則
く
ん

(

陶
中)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
と
て
も
い

い
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に

過
ご
し
た
時
間
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

８
日
間
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。
ま
た
一

緒
に
行
け
た
ら
い
い
で
す
。

●
花
田
舞
さ
ん

(

陶
中)

“
H
E
L
L
O
”

こ
の
短
い
一
言
を
話

す
だ
け
で
も
十
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

周
り
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
。

●
鈴
木
孔
貴
く
ん

(

稲
津
中)

初
め
て
外
国
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

な
か
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
な
あ
と
思
う
こ
と
は
、
日
本
人
の
積

極
性
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

●
加
納
麻
美
さ
ん

(

稲
津
中)

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
が
と

て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。
私
に
優
し
く

し
て
く
れ
て
、
英
語
が
伝
わ
ら
な
い
と

身
ぶ
り
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当

の
家
族
の
よ
う
で
し
た
。

●
西
尾
竜
自
く
ん

(

日
吉
中)

僕
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
た
こ

と
は
一
生
の
自
慢
で
す
。
こ
の
経
験
で

や
さ
し
さ
と
い
う
も
の
を
学
ん
だ
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
三
輪
香
代
子
さ
ん

(

日
吉
中)

ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
で
き
な
い
私
に
対

し
て
、
笑
顔
で
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
れ
、

身
ぶ
り
な
ど
か
ら
理
解
で
き
た
の
が
う
れ

し
く
、
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

●
遠
山
史
織
さ
ん

(

釜
戸
中)

充
実
し
た
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
を
見
直
す
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
っ
た
両
親

や
教
育
委
員
会
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

●
足
立
哲
平
く
ん

(

釜
戸
中)

こ
の
海
外
研
修
を
通
し
て
一
番
印
象

に
残
っ
た
の
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
生
活
で
は
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
、
気
持
ち
で
通
じ
合

う
こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ
た
で
す
。

�６８－２１１１

私
達
は
、
図
書
館
で
土
曜
日
の
二
時

か
ら
三
時
ま
で
の
一
時
間
、
子
供
達
に

本
を
読
み
聞
か
せ
た
り
紙
芝
居
を
見
せ

た
り
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

『

ト
ロ
ル』

は
昭
和
四
十
八
年
に
発

足
し
、
最
初
は
月
二
回
の
活
動
で
し
た

が
、
昭
和
六
十
一
年
頃
か
ら

『

五
つ
の

え
ん
ど
う
豆』

が
加
わ
り
、
毎
週
土
曜

日
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

本
の
好
き
な
お
ば
さ
ん
達
が
、
二
才

位
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
供
達
を
対

象
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を

読
ん
だ
り
、
紙
芝
居
を
見
せ
た
り
、
な

ぞ
な
ぞ
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

初
め
は
お
話
に
集
中
出
来
な
か
っ
た

子
供
達
が
、
少
し
ず
つ
楽
し
ん
で
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
り
、
お
話
や
紙
芝
居
の

世
界
に
入
り
込
み
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
受
け
答
え
を
し
て
い
る
姿
を
み
る

と
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
し
み
じ

み
思
い
ま
す
。

ま
た
、
何
年
も
続
け
て
聞
き
に
来
て

く
れ
た
子
供
達
が
成
長
し
、
今
度
は
本

を
読
む
側
に
参
加
し
て
く
れ
る
事
も
喜

び
の
一
つ
で
す
。

図
書
館
の
行
事
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

は
、
影
絵
を
し
た
り
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

(

紙
人
形
劇)

を
し
た
り
、
手
品
や
お

話
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
楽
し
い
一
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
参
加
し
て
く
れ
る
子

供
達
の
目
の
輝
き
は
、
い
つ
も
新
鮮
で

私
達
も
次
回
作
の
意
欲
を
か
き
た
て
ら

れ
ま
す
。
こ
の
お
話
の
時
間
を
通
じ
て
、

私
達
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
や
、
子
供
達
に

出
会
う
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
少
し
で
も
長
く
お
話
の

時
間
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
子
供

達
に
、
本
を
読
む
事
の
す
ば
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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臨時休館のお知らせ������ �������
図書館内の整理をしたり傷んだ本の補修な
どをするため ｢整理休館日｣ を設けています｡
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

～明治期の｢赤い鳥｣

から読みくらべ絵本まで～

���－����������
募 集

��月�日�
～��月�日����������

こ ま ど り 号 ���巡回日 ステーション 時 間

８日� 日吉コミュニティーセンター

宿

月 吉

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����日� 小 里

萩 原

��:��～��:����:��～��:����日� 半 原

鶴 城

名 滝

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����日� 明 賀 台

新 山 田

��:��～��:����:��～��:����日� 薬 師

白 倉

細 久 手

深 沢

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:����日� 猿 爪

大 川

水 上

旭 町

サニーヒルズ

��:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:����:��～��:�� ����〜年賀ハガキ作りに挑戦してみよ
う�
〜

��日� 棚 田 山

羽 広

��:��～��:����:��～��:��
馬頭琴について

モンゴルを代表する弦楽器｡
馬の弦楽器 (モリンホール)といい､
草原のチェロと形容される｡
棹の先に馬の頭が彫刻され､ 胴体
には馬の皮が張られており､ 弦弓
ともに馬の尾毛を束ねて作る｡
｢スーホの白い馬｣ をはじめ､ 死
んだ愛馬の生れ変わりとしてつく
られたとする伝説が､ 種々に語ら
れている｡

馬
頭
琴
体
験･

モ
ン
ゴ
ル
展

９
月
21
日�
〜
23
日�〜馬頭琴を弾いてみませんか？〜

図
書
館
で
は
、
年
賀
状
用
に
版
画
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

来
年
の
年
賀
状
は
自
作
の
版
画
で
出

せ
る
よ
う
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日

時

10
月
〜
11
月(

毎
週
土
曜
日)

13
時
30
分
〜
16
時

※
第
４
土
曜
日
は
除
く

◇
会

場

市
民
図
書
館

集
会
室

◇
定

員

20
人

◇
資
料
代

５
０
０
円

◇
申
し
込
み

市
民
図
書
館
へ
電
話
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す)

９
月
25
日
の

｢

と
し
ょ
か
ん
ホ
ー
ム

コ
ン
サ
ー
ト｣

に
さ
き
が
け
て
馬
頭
琴

と
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
の
パ
ネ
ル
な
ど
を

図
書
館
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
中
は
大
小
の
馬
頭
琴
を
自
由
に

演
奏
体
験
で
き
ま
す
。

実
際
に
演
奏
し
て
音
色
を
聴
き
、
不

思
議
な
感
覚
を
味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
岐
阜
県
図
書
館
の
協
力
に
よ
り
児
童

図
書
や
絵
本
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

明
治
期
以
降
の
児
童
書
の
歴
史
を
た
ど
る
資
料
と
し
て

｢

赤
い
鳥｣

｢

講
談
社
の
絵
本｣

な
ど
の
復
刻
書
・
読
み
く
ら

べ
絵
本
の
中
で
は

｢

も
も
た
ろ
う｣

｢

三
匹
の
子
ぶ
た｣

な

ど
の
絵
本
で
、
三
十
数
種
に
様
々
な
形
で
作
品
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

ミニ展のご案内
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�����������������������������������※各会場とも開催時間は午後７時～８時30分まで
※詳細は､ ｢広報みずなみ｣ 次号にてお知らせします

市民対話集会'99 気軽にご参加ください 情報推進課�内線���

� � � � �� � � � � � � �
(

対 象 期 日 会 場
陶 町 10月４日� 陶 ワ ー ク プ ラ ザ
稲 津 町 10月８日� 稲津コミュニティーセンター

日 吉 町 10月18日� 日吉コミュニティーセンター

明 世
瑞浪・土岐 10月21日� 総 合 文 化 セ ン タ ー

釜戸・大湫 10月27日� 釜戸コミュニティーセンター

瑞
浪
市
人
事
異
動(

９
月
１
日
付
け)

▽
収
入
役

永
井

恒

▽
経
済
環
境
部
長
兼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

室
長
兼
交
通
安
全
対
策
推
進
室
長

(

経
済
環
境
部
次
長
兼
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
室
次
長
兼
交
通
安
全
対
策
推

進
室
次
長)

福
岡
功
洋

『

歴
史
街
道
美
濃
中
山
道
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル』

に
合
わ
せ
、
中
山

道
沿
線
地
域
の
名
産
品
、
特
産

物
を
一
堂
に
集
め
、
全
国
に
中
山

道
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
ま
す
。

◎
開
催
期
日
＝
10
月
31
日�◎会場＝大湫宿本陣跡(大湫小学校校庭)◎

出
店
内
容
＝
地
域
の
名
産
品

伝
統
工
芸
品

◎
出
店
条
件
＝
自
治
体
、
団
体
、

業
者
を
問
い
ま
せ
ん

◎
出
店
要
領

１
コ
マ

間
口

3.6
ｍ

奥
行
き
1.8
ｍ

※
出
店
料
は
無
料

・
売
上
金
は
出
店
者
に
帰
属

・
会
場
内
で
調
理
加
工
を
要
す

る
飲
食
物
等
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
等
へ
の
申
請

が
必
要

◎
申
込
お
よ
び
問
合
せ
先

国
民
文
化
祭
瑞
浪
実
行
委
員

会(

商
工
課�
内
線
４
８
１)

｢

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う
こ
ど

も
と
お
年
寄
り｣

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
９
月
21
日�
か
ら
30
日

�
ま
で
、『

秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動』

を
実
施
し
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
方
は
、｢

思

い
や
り
の
あ
る
運
転｣

を
心
が

け
、
家
族
の
外
出
に
は｢

気
を
つ

け
て
ね｣

と
一
声
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
交
通
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
平
成
12
年
４
月
１

日
か
ら
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

運
転
者
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
し
な
い
６
歳
未
満
の

幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を

運
転
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
。

兵
庫
県
明
石
市
な
ど
で
行
わ
れ
た
第

44
回
全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

(

８
月
29
日
決
勝)

で
、
中
京
商
業
高

等
学
校
軟
式
野
球
部
が
２
年
連
続
４
回

目
の
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

全
試
合
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
勝
ち
、
平

中
主
将
は『

全
員
で
、
た
た
い
て
、
走
っ

て
、
守
っ
て
、
泥
ま
み
れ
で
つ
か
ん
だ

こ
の
勝
利
は
、
僕
た
ち
の
今
後
の
人
生

の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す』

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

�６８－２１１１
市では､ 平成11年度広聴活動として､ 10月４日
から27日まで市内５カ所で対話集会を開催します｡
まちづくりや地域・市内全域での課題など､ み
なさんの市政に対する､ 建設的な意見・提言をお
聞かせください｡
集会には､ 市長をはじめ教育長､ 各部長が出席
いたします｡ 各地区での開催日時は次のとおりです｡
みなさんの参加をお待ちしております｡



� � � � � �

����������������������������
この
券１
枚で
４名
まで
入園
無料
(団
体は
除く
)

●有
効期
間
10月
１日
�～10月30日�

広報
みず
なみ

(９
月1
5日
号)

キ

リ

ト

リ

セ

ン

募 集

生涯学習施設 10月の休館日

募 集

万一ハチに刺された場合は
毒針が残っていたら､ 直ちに引き抜き､
すばやく爪で傷口から毒液を絞りだす｡
傷口を水でよく洗い､ 患部を冷やす｡
早急に医師の手当を受けてください｡
※アンモニアは皮膚炎を起こす危険性があるので使わないでください

�������������
��������������������� ��������������������������

総合文化センター ４日､ 11日､ 12日､ 18日､ 25日

市 民 図 書 館 ４日､11日､12日､18日､25日､26日､27日､28日､29日

市 民 体 育 館 ５日､ 12日､ 13日､ 19日､ 26日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

４日､ 12日､ 13日､ 18日､ 25日

サイエンスワールド ４日､ 12日､ 13日､ 18日､ 25日

文 化 会 館 ７日､ 14日､ 21日､ 28日

'99 秋の感謝ウィーク

◆���� 福祉課 �内線���
日時…10月５日� ９時～12時
●市役所１階市民相談室
◆�������� 福祉課 �内線���
●陶児童館 10月６日� 10時～12時
●稲津コミュニティーセンター
10月６日� 13時30分～15時30分
●釜戸コミュニティーセンター
10月12日� 10時～12時
●日吉コミュニティーセンター
10月12日� 13時30分～15時30分

〈瑞浪市指定金融機関〉十六銀行
〈瑞浪市指定代理金融機関〉
東濃信用金庫・陶都信用農業協同組合
〈瑞浪市収納代理金融機関〉
岐阜銀行・瑞浪商工信用組合・大垣共立銀行

老人保健施設などで療養生活を送っておられ
る方の看護や介護などの補助をしていただくボ
ランティアを養成します｡
◎期日＝10月26日�から28日�までの３日間
◎場所＝老人保健施設 ｢ひざし｣

(瑞浪市稲津町萩原１)
◎対象＝瑞浪市およびその近郊にお住まいの方
◎定員＝16人 (定員になり次第締め切り)
◎内容＝ボランティアに必要な基礎知識の講義

と食事介助や移動介助等の実習
◎参加費＝無料
◎申込期限＝10月15日�
◎申込および問合せ
多治見保健所 総務課企画調整係���－���� 内線３５５

農業委員会では､ 農地を持っていない方にレ
クリエーション目的で､ 小面積の農地を利用し
て野菜や花などを育てる農園を開設しています｡
市内には21カ所のレクリエーション農園があ
り､ 今年新たに小田町に６区画の農園を開設し
ました｡
入園を希望される方は､ 入園料､ 印鑑を持参
の上､ ９月24日�までに農業委員会事務局へお
申し込みください｡ (応募者多数の場合は抽選)
◆区画数＝11区画 (１区画約30㎡)
◆入園料＝年間１,５００円
◆問い合わせ＝農業委員会 �内線���
木炭・竹炭等の生産､ 利用を通じて木・竹の
価値を見直したい｡ 環境エコロジーを考え､ 炭
と健康､ 生活環境について広く人々にＰＲしたい｡
炭焼き体験を通じて交流を深めたい｡
瑞浪木・竹炭協会設立準備委員会 (小栗利秋
委員長) では､ 今年10月の協会設立を目途に現
在会員を募っています｡
◎会費＝団体・個人とも年１,０００円
◎申込期限＝９月30日�
◎問い合わせ＝農林課農林政策係�内線��� FAX��－����
今年新たにマレットゴルフ場がオープンした
グリーンピア恵那では､ 10月１日�から10月30
日�まで秋の感謝ウィークを行います｡
期間中､ 入園無料券をご持参の方に､
プレイ券 (２点) と入浴半額割引券
４名分､ マレットゴルフ割引券
４名分をプレゼントします｡

平成11年９月15日
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平成11年度����������
10月10日� 体育の日 ９時30分～15時

第25回 瑞浪市健康まつり
(場所：総合文化センター)

第14回 みずなみ福祉まつり
(場所：ハートピア)

期 日 場 所 対 象 地 区

10月５日� 稲津コミュニティーセンター 稲津町

10月７日� 釜戸コミュニティーセンター 釜戸町・大湫町

10月８日� 保 健 セ ン タ ー

山田町・明賀台
小田町・西小田町
和合町・下沖町
須野志町・学園台

10月12日� 日吉コミュニティーセンター 日吉町

10月18日� 保 健 セ ン タ ー 土岐町・上平町

10月21日� 陶コミュニティーセンター 陶町

10月25日� 保 健 セ ン タ ー

寺河戸町・樽上町
一色町・上野町
宮前町･高月町･明世町
薬師町・松ケ瀬町 � � � � 200�・400����� ～もっと魚を食べよう～ ���� 〈場所＝保健センター〉������������ 〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健 診 名 実 施 日 受付時間 対 象 者 持 ち 物

４ カ 月 児 健 康 診 査 ９月28日� 13時～14時
第一子は13時開始 平成 11年５月生まれ 母子健康手帳

３ 歳 児 健 康 診 査 ９月24日� 12時30分開始 平成８年８月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ

６ カ 月 児 健 康 診 査
お よ び 離 乳 食 教 室 10月５日� ９時30分

～９時45分 平成 11年４月生まれ 母子健康手帳

２歳児歯みがき教室 10月４日�
９時～11時

平成９年 10月生まれ 母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ
※汚れてもいい服装
でおいでください

２歳６カ月児歯みがき教室 10月６日� 平成９年４月生まれ

４歳児・４歳６カ月児
歯 み が き 教 室 ９月30日� 平成７年９月生まれ

平成７年３月生まれ

◆時間 日吉･釜戸･陶コミュニティーセンター 14時～14時45分
稲津コミュニティーセンター 14時～15時
保 健 セ ン タ ー 13時30分～15時

◆対象者
〈初回〉平成11年２月～平成11年６月生まれ
〈追加〉平成10年７月～平成11年１月生まれ
＊満７歳半(90カ月)未満で２回投与していない子も含む｡
◆持ち物 母子健康手帳､ 予診票 (記入済)

魚に含まれるエイコサペンタエン酸 (ＥＰＡ)
とドコサヘキサエン酸 (ＤＨＡ) は､ 体内で中
性脂肪が作られるのを抑えたり､ 血栓を予防す
る作用があります｡
ＥＰＡ・ＤＨＡを多く含む食品
サバ､ イワシ､ サンマ､ ハマチ､ ブリ､ サケなど

『健康まつり』 の催し物のうち､ 腹部超音波撮
影は予約が必要です｡ 電話等で保健センターま
でお申し込みください｡ (申込日に注意)
なお､ 昨年受けた方はご遠慮ください｡

◆定 員＝30名 (申込順)
◆申込日＝９月24日� ８時30分～17時

日時＝10月10日� 〈健康福祉まつり〉
10時～12時 13時～15時

場所＝総合文化センター
☆皆さんのあたたかいご協力をお願いします｡

◆乳幼児相談…10月６日� ９時30分～11時
乳幼児の身長､ 体重測定や育児相談
◆栄養相談…10月６日� ９時～15時
栄養士による相談 ＊要電話予約
◆医師による健康相談…10月６日�14時～15時
血圧測定､ 検尿､ 医師による個別相談
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広報みずなみ (題字 瑞浪市長) 発行／瑞浪市
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８８／／2277 養養護護訓訓練練セセンンタターー夏夏祭祭りり ((土土岐岐小小学学校校))

８８／／2299 小小田田町町女女性性部部

９９／／５５ 消消防防団団市市長長特特別別点点検検
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収集日

収 集 地 区

不 燃 ご み 資 源 ご み

１日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手

４日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､

宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

５日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

日吉町 (上記以外の地区)

６日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

陶町 (猿爪)

７日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

陶町 (水上､ 大川)

８日� 釜戸町 (上記以外の地区)��日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地��日� 稲津町 (小里) 山田町､ 明賀台��日� 稲津町 (萩原)
一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水��日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原 栄町､ 元町��日� 休日持込み日��日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､

大法原団地��日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

松�瀬町､ 薬師町､ 明世町��日� 陶町 (猿爪)
釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町��日� 陶町 (水上､ 大川) 釜戸町 (上記以外の地区)��日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､

下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､

益見､ 上平町､ 学園台��日� 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町��日� 日吉町 (上記以外の地区) 鶴城､ 鶴城団地､ 市原��日� 山田町､ 明賀台 稲津町 (小里)��日� 栄町､ 元町 稲津町 (萩原)��日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘

◎資源集団回収の実施予定日
10月17日 (竜吟保育園､ 稲津小学校､ 瑞陵中学校)
※詳細については､ 各園・各学校にお問い合わせください｡

◎毎月第３日曜日 (午前９時～午後４時) に不燃ごみの持ち
込みができます｡ 持ち込めるごみ：一般家庭の不燃ごみ｡
町内会並びにボランティア活動による地域清掃不燃ごみ｡
※現地では､ ごみの分別をしていますのでご協力をお願いし
ます｡ 不燃物埋立処分場 ���－����


